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長野県議会議員 上伊那選挙区選出 2期目

県議会報告

常任委員会の委員長・・・

県議会は1年で正副議長、所属委員

会が変更となります。3/13の本会議

で、6つある常任委員会の一つ、県民

文化健康福祉委員会の委員長に。

　日頃から清水まさやすの活動に対し、ご支援・ご協力を賜り心から感謝申し上げま

す！米国の相互関税(関税割合を等しくという米国の主張)、物価高とコメ不足、寒暖

差のある天気、、、少し不安に感じることが多いご時世ですが、将来に渡って安心し

て暮らすために、政治が担うべき責任は大きいと考えます。皆様には、政治に関心を

お持ちいただき、何か感じることがありましたらお気軽にご意見等をお願いします！

　4年任期の折り返しとなりました。私自身、引き続き街頭やミニ集会の開催、あちこ

ちの会へお邪魔して、、、など地道に草の根的に活動して参ります！どんな方からも声

をかけ易い県議でありたいと思っていますので、是非、お声がけください！

予算の執行にあたり・・・

昨年、県は人口減少対策を

進めるために知事・副知事

が各圏域などで地域住民と

意見交換を行いました。その

上で「私のアクション！未来

のNAGANO創造県民会

議」を開催し、県民全体で人

口減少社会に向き合う羅針

盤として「信州未来共創戦

略」を取りまとめました。5

か年の総合計画である「し

あわせ信州創造プラン3.0」

に基づき、県民の皆様との

対話と共創を基本に、確か

な暮らしを守り、真にゆたか

な社会を実現するための施

策を推進するとともに、新た

な時代へのパラダイムチェ

ンジを強く意識して県政を

進めてまいります、、と知事

から説明がありました。

　最終原稿が4月15日なので、機を逸した内容もあるかもし

れませんがご容赦頂き、最新情報は県のホームページや清水

まさやすのブログなどでご確認ください!

●令和7年度の当初予算(一般会計)

ご挨拶

●Topics

週に2回（伊北で1回、伊南で1

回どこかで）、街頭県政報告を

行っています(議会中や荒天な

どは中止)。多くの皆さんにご

声援頂き感謝申し上げます！

(気が付かないこともあります

が、お許しください！<(_ _)>)

「表情がカタい！」とご指摘を頂

き、若干穏やかな表情を意識し

ています！

街頭県政報告

3/12本会議にて、上伊那総合技術新校(仮称)の再

編実施基本計画が同意される(対象校:辰野高等学

校の商業科、箕輪進修高等学校の工業科、上伊那

農業高等学校、駒ケ根工業高等学校)募集開始は

10年後。。。

宿泊税は来年6月1日施行。一泊300円の定額制（三年間は200円）。素泊まりの税抜きが6000円以下は免税。

5月11日(日) 中川村 文化センター

6月 1日(日) 南箕輪村 村民センター

6月15日(日) 宮田村 村民会館

15:00〜16:30

出入り自由

予約や事前申込みは必要ありません！ご都合付きましたら

是非、お越しください！ ミニ集会は、来て頂いた皆さんで

意見交換する座談会形式です。様々な話をしています!

県ホームページ 清水ブログ

再編実施基本計画

約4年ぶりに副知事が二人・・・

この春から前建設部長の新田氏が副

知事になり、二人体制となりました。

新田氏は、県土のグランドデザイン

の策定やDXの推進、県庁から遠い南

信などを重点に担当するとのこと。

ながの子育て家庭優待パスポートが電子化されました！

妊婦さん及び18歳以下の子どもがいる子育て家庭を

対象に買い物などの際に割引など各種

サービス受けられるパスポート。3月から

LINEと連携し、より使いやすくなりまし

た!祖父母も登録できます！

ミニ集会

1兆118億5725万2千円(前年度+127億4470万5千円)

1月17日の県議会臨時会で決まった補正予算(国補正対応分込み) 810.8億円等を加え、

7年度の事業が執行されます。

←
令和7年度
当初予算の
概要

LINEより登録→

正副委員会議
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●1月臨時会（1/17 一日のみ）について

 ●一般会計補正予算 : 810億7,982.0万円

    【6年度総額 : 1兆960億1,758.8万円】

●その他補正予算案 5件　●一部改正条例案 3件

　  　　　　　　　　 →→それぞれ原案通り可決

【質問説明】高校再編・統合に伴う

校舎建設は、単なる少子化の数合

わせではなく、予測不可能な時代に

子どもたちが生き抜くために必要な

学びの改革を実現させる空間づくり

である。県財政が厳しくても、最大

限速やかに進めるべき、と質問。

1. 県立高校の再編整備の財政的措置について

【回答:知事】

①新たな学びへと変革していくための好機

②県債残高は少し増加基調だが、そうした中でも最優先政

策の1つとして、高校再編については予算付けをしていきたい

③地域の皆様方、関係の皆様と十分な合意形成を進めて

いくことも大変重要なので、一定の時間を要する

④新しい長野県の学びの場を作っていく「学びの改革」

にもつながる取組になるようにしていきたい

■委員会（環境文教委員会所属）での質問など

■一般質問（全体の12番目、2月25日の午後登壇）※抜粋

●次回定例会の日程（予定）

●6月19日:本会議・開会 ●6月24日〜27日:一般質問

●6月30〜7月2日:委員会 (総務企画警察委員会は3日も) 

※土日祝日除く

Q. 新校のみならず既存校にも新しい学びの空間を。

【教育委員会関係】

【環境部関係】

A. このままいったら、

豪雨や山林火災などが

増えるが、狭義で考える

のではなく、幅広い部分

で意識を持って貰う。

Q. ゼロカーボンに向け

た行動変容、これまで

の手ごたえは?

あとがき…… 冒頭にも書きましたが、県政報告会やミニ集会、どなた様もご自由

にご参加ください！ お待ちしています！

［お知らせ］活動報告は新聞折り込みを基本に配布していますが、ご住所など頂

いている方には、年に一度、2月か3月にまとめて郵送しています。もし、ご希望

の方がいらっしゃいましたら下記枠外事務所までご連絡をお願いします。

国会審議が長引き、国の補正予算

の成立が年末になった為、年が明

けてから臨時会を開催。

15か月予算ということで、7年度

にまたがり執行されます。

1/25宮田村で県政報告

会、2/9飯島町、3/2箕

輪町でミニ集会を開催。

お越し頂いた皆さま、あ

りがとうございました！

●その他の活動について（抜粋）

●1月20日

愛知県庁:水素・アンモニアの社会実装など

●1月29日

中部伊那町村

議会協議会の

要望活動に

参加

●1月30日

清水港:海外への展開に

航路を

●1月31日

初の沖縄！:長野沖縄

交流促進議員連盟で。

朝の飛行機に乗り、夕方の飛行機で帰郷

●2月2日

箕輪町:災害時外国人支援サポーター養成講座 

有事の際、誰もが困らないように！

●2月3日

下諏訪町:信濃医療

福祉センター、老朽化を

含め、未来への次の

一手が必要と感じる

●2月3日、2月15日

それぞれとある集まりで県政報告をする時間を

頂きました!

※ミニ集会同様、様々な方と意見交換をしたい！

と思っています。お声がけをお待ちしています!

●3月11日

中野市:北信圏域障害者総合相談支援センター 

親なき後について一人暮らし体験事業の話など

●3月21日

安曇野市:

そば議連総会・

研修、そばで

長野県を盛り

上げましょう！

会派を代表して、質問に立ちました

 「生活困窮者への給付事業など、申請や手続きなど、なるべく手間がかからないように」と要望

A. まずは空き教室など、改修できるところからすすめたい。

Q. 地域のことを知って貰うことが、地域への定着に大きな効果があると

認識しているが、教育長の認識は?

A. 地域のことを知る、、ペーパーの上で知るだけではなく、地域に生きる人、活躍し

ている人を知る。そういう人を中高生が知るべき。カッコイイ後ろ姿を学ぶべき。

［議案］

●2月定例会（2/13〜3/13）について

 ●一般会計補正予算 : △122億9,099.6万円

      【6年度総額 : 1兆837億2,659.2万円】

 ●新設条例案3件　●一部改正条例案30件　●事件案24件+2件　●専決処分報告は9件

※7年度当初予算については表面の通り※　　　　　　　　　　→→それぞれ原案通り可決

［議案］

減額は例年同様に国庫支出金の決定及び

事業の確定に伴うもの。

【質問説明】知事から「分散から集住」や「持続可

能な生活圏の形成」とあったが、県内1、2の街で

も中心市街地が様変わりする中で、どのような県

土のグランドデザインを策定するのか、質問

2. 県土のグランドデザインについて

【回答】①人口減少下においても安全・安心で快適に暮らせる持続可能な生活圏の形成を目指す

②7年度、議論を「見える化」するために必要な調査を実施し、県民の皆様と議論を始める

③都市部だけでなく、農山村地域の暮らしも見据えた長期的かつ広域的な視点で方向性を示し

ていきたい

1、2月、上伊那の町村長さんから令和6年度か

ら7年度の事業についてご説明頂き意見交換


